
2025.2.14 第 35 号 

森田 博                
５年生「電流がうみ出す力」 

電磁石の性質を調べよう 

 

 

 

５年「電流がうみ出す力」の学習では、鉄芯に導線（エナメル線）をぐるぐる巻きにしたコイルを使っ

て、電磁石をつくりました。そして、コイルに流す電流の大きさや向き、導線を巻く数などの条件を変え

て、電磁石の性質を調べました。 

                                ３年生で学習した磁石（永久磁石）に  

は、N極と S極があることを知りました。

電磁石にも極があるかを調べました。実験

方法は、教師が教えません。どの学年にお

いても、そうしてきました。全て、教師の

発問から前の学年の既習事項をふりかえら

せながら、子どもたち自身で話し合いなが

ら考え、計画していきます。 

今回も、「電磁石にN極とＳ極があると思う？」「どうやれば確かめらる？」と投げかけながら授業を進めてい

きました。すると、「方位磁石！」と子どもたちから声があがります。「どう使うの？」「方位磁針の針がどうなれ

ばいいの？」「え？どうだっけ？」と考えながら、子どもたちから実験のイメージがどんどん湧いてくるようにし

ました。電流を流した瞬間に、「ピン！」と針が同じ方向で止まりました。「どちらが何極ですか？」３年生の学

習を思い出したましたね。こんな感じになります。ただの鉄と電気が流れる導線で磁石になるんですね。不思議 

です。中学校へ行くと「フレーミングの法則」や 

「右ネジの法則」「磁界」なんて言葉が出てくる学 

習の素地となります。一人一実験で、操作し、し 

っかり結果を出して理解していきたいです。 

                           ※写真は子どもたちが実験中に写真を撮って送っ 

                                          てきたものです。 

                         さらに、電池の＋極と－極を入れかえ、電流の向きを反

対にすると、極も反対になることを調べました。 

 

 

 

 

 

 

                         また、検流計を回路につなぎ、電池１個と 2個で電流の 

                           大きさを変えてみると、検流計の針は大きく振れ、 

電磁石に付く釘の本数も増えました。導線の巻き数 

も１００回と２００回では、２００回巻きの電磁石 

の方が、たくさん釘がつき、電磁石は強くすること 

もでき、まるで磁石をコントロールしているようで 

す。細かい作業ですが、みんながんばっています！ 
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